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 導入では体を動かす「リズムあそび」から。音

楽室を目一杯使い，ピアノとタンバリンを使って

親しみある曲が速度変化すると子どもたちは，

楽しそうに歌いながら体を動かすことができ

た。タンバリンを使い強弱あるリズムでは，子ど

もたちは耳をすませながら，リズム変化に合わ

せて体を動かすことができた。講師の高倉先

生も，気が付くと裸足で子どもたちと一緒に動

きながらの指導。 

 

音楽科の授業での言語活動。自分の考え

をもち，伝えることの大事さが授業に組み込ま

れていた。 

  

 

 授業後の研修会では，今日の公開授業での

ねらいや子どもの実態に応じた授業の組み立

て方をわかりやすく説明していただいた。 

 新学習指導要領の改訂メンバーである高倉

先生からわかりやすい解説と指導例について

教えていただき，時間があっという間に過ぎ

た。 

  

 


